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メモ、を意、および警告 


。 ゾモ： コンピュータを使いやす<するための重要な情報を説明してしはす。 

〇 を意： M- ドウエアの損傷やデータの損失の可能巧を示し、そのを険を回避するためのちまを説明しています。 
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背面 I / O 基板の取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ 背面 I / O 基板の取り外し 
♦ 背面 I / O 基板の取りせけ 

^ 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのま意を参巧して<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 

背面 I / O 基板の取 y 外し 

1. 巧業を開始ずる前に の手順に巧って操巧してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参睛）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. I / O 基板からフレックスケーブルをかします。 

5. I / O 基板を背面パネルに固定している2本のネジを外します。 



6. I / O 基板を背面パネルからそっと持ち上げて取りかします。 


背面 I / O 基板の取り付け 

1. I / O 基板のコネクタと背面パネルにあるスロットのを置を合わせます。 

2. 2本のネジを元どおりに綿めて、 I / O 基板を背面パネルに固定します。 

3. フレックスケーブルを I / O 基板に再び接結します。 

Q を意； ドライブケージを取りかける前に.すべてのケーブルを邪魔にならない場所に寄せておきます。 

4. ドライブケージを取りけ■けます （ ドライブケージの旨5；リ讯ナ を参席）。 

5. コンピュータカバーホ取リイ汁けます ( コンピュータカバーの取りがけ ホきお）。 
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背面パネルの交換 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ 背面パネルの取りかし 
♦ 背面パネルの取りかけ 

^ 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのを意を参巧して<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 


背面パネルの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

〇 を意； 後で正し<配線しなおせるよう、各ケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。ケーブルが間違って配錬されてしけこり、接統されていなかったりすると、コンピュータに問題が生じること 
W がありまず。 

4. システム基板から SYS _ FAN 1 ケーブル、ワイヤレス LAN 力ードから黒いアンテナケーブル、および背面 I / O 基板からフレックスケーブルをがします。 

5. シャーシの両側からネジを2本がします。 

6. 背面パネルの両側にあるタブを開き、シャーシから背面パネルをそっと取りかします。 



1 

背面パネル 

2 

ラッチ （2) 


7. タブを開き、背面パネルから RF レシーバケーブルをそっと取りかします。 



1 

ラッチ 

2 

タブ 


背面パネルの取り付け 






















1. RF レシーバケーブルを背面パネルに接統します。 


Q を 意； パネルを取り付ける前に、すべてのケーブルを邪魔にならない場祈こ寄せても'きます。 

2. 側面のタブをわずかに開き、背面パネルをシャーシに取り付けます。 

3. タブとラッチがフレーム上の適切なな置にあることを確認します。 

4. システム基板上のコネクタ SYS _ FAN 1 にフアンケーブル、ワイヤレス LAN 力ードに黒いアンテナケーブル、および背面 I / O 基板にフレックスケーブルをそれぞれ接続します。 

5. ドライブケージホ取りけ■けます （ ドライブケージの巧り がけ を 参聞）。 

6. コンピュータカバーを取リイ汁けます ( コンピュータカハ‘一の取りがけ ホき照）。 
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作業を開始する前に 

Dell ™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ 推奨するツール 
♦ コンピュータの電源を切る 
♦ コンピュータ内部の作業をおめる前に 

この文書では、コンピュータのコンポー本ントの取り巧しおよび取りかけについて説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではな下の条件を補たしてし、ることを前提とします。 
I コンピュータの電源を切 る と コンピュータ巧卽の作業をおめる 前に の手順をすでにち了していること。 

I コンピュータじ同描の、を全に関する情報を読んでいること。 

I コンポーネントを交換する力、、または別途廣乂している場合は、取り外し手順と逆の順番で取り付けができること。 


推奨する ツール 

このドキュメントで説明する操俩こは、む下のようなツールカ S 必要です。 
I 細めのブラスドライバ 
I 細めのマイナスドライバ 

I フラッシュ BIOS アップデートブログラムメディア 


コンピュータの電源を切る 

Q を 意； データの損失を防ぐため、開いてし、るすべてのファイルを巧巧してから閉じ、実行中のすべてのプログラムを鞍了してから、コンピュータの電源を切ります。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a. 開いているファイルをすべて保巧して閉じ、巧用中のブ□グラムをずべて終了します。 

b. Windows Vista の Start (スタート)ボタンをクリックし、下図のようじ S ねな(スタート)メニューの右下隅にある矢印をクリックして 、 Shut Down (シャットダウソをクリックします。 



オペレーティングシステムのシャットダウン処理が完了すると、コンピュ—夕の電源が切れます。 

2. コンピュータとすべての周辺機器の電源が切れてし、ることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした階に、コンピュータおよび取りがけられてし、るデバイスの電源が自動的に 
切れなかった場合は、電源ボタンを4巧ル: I 上巧し続けます。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 


コン ピュータへの損傷を防ぎ、ご自まをを険から守るため、次の安全に関するを意事谢 こがって 〈ださい。 


^ 警告； 本巧の手巧を M 巧する前に、お巧いのコンピュータに同泪されている、安全にお巧いいただ<ためのを意にがってください。安全に H するさらに#しい情巧は、 
www . dell.com のまそへのコンプライアンスに H するホームベージ （ www . dell . com / regulatory compliance ) を参おしてください。 

〇 ま意： コンポーネントおよびカードは、慎重に扱います。カードのコンポーネントや接点にはおれないで〈ださい。カードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケットの部分を持って〈ださ 
W い。プロセッサなどのコンポーネントを持つ際は、ピンではな〈縁を持ってください。 

〇 を意； コンピュータシステムの修理は、設可された技術をのみが行ってください。デルに許可されて L 々い修理(巧部作業）じよる損傷は、保証の対象となりません。コンピュータに付属している 
〜『システム情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事項を読み、その指示 I こ従ってください。 

〇 を意； ケーブルを外すときは、コネクタまたはコネクタのプルタブを持ち、ケーブル自化を引っ張らないでください。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケーブルもあります。この 
^タイプのケーブルを取り外すときは、ロックタブを押し入れてからケーブルを巧きます。コネクタを巧〈瞭ロホ、コネクタピンを巧げないように、まっすぐ引き巧いてください。また、ケーブルを接続す 
る際は、両方のコネクタの向きが合っていることを確認してください。 

〇 注意： コンピュータの損協を化ぐため、コンピュータ巧卽の作業を姑める前に、巧の手順を実斤します。 


1. コンピュータのカバーじ傷がつかないように、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 


2. コンピュータの雷源を切ります ( コンピュータの雷源を切る ホを照）。 













Q を*: ネットワークケーブルを取りがすには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次にケーブルをネットワークデバイスからがします。 


3. 電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータから取りかします。 

4. コンピュータ、および取りかけられているすべてのデバイスをコンセントから巧します。 

5. 電源ボタンを押して、システム基板の詩電気を除去します。 

〇 ま意； コンピュータ内部の卽品に触れる前に、コンピュータ背面の金属卽など塗装されてし々い金属面に触れて、き化の詩電気を除去してください。巧業中も、定期的に塗装されていない金属 
〜 圃こ舶れて、内蔵コンポーネントを損傷するあれのある静電気を除去してください。 
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底面ロゴアセンブリの取り付け 


Del|TM Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ 底面ロゴアセンブリの取り外し 
♦ 底面ロゴ LED の取りかし 
♦ 底面ロゴ LED の取りがけ 
♦ 底面ロゴアセンブリの取り付け 

A 警告； コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、お巧いのコンビュータじ同巧されている、巧全にお巧いいただ<ためのを意を参おして<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧してくださし、。 


底面ロゴアセンブリの取り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージを取りがします （ ドライブケージの取り かし を 参照）。 

4. プロセッサヒートシンクを取りがします （ ヒートシンクの取りが し を参賠.）。 

5. 前面 I / O パネルを取り外します （ 前面 I / O バネルの取り列 •し を参障.）。 

6. 背面パネルを取りかします （ 背面パネルの巧りがし を 参熙）。 

7. システム其あを取りかします （ システム其巧の取りが し を 参熙）。 

8. ロゴブラケットをシャーシに固定しているネジをがします。 





9. ロゴブラケットをシャーシからスライドさせて取りかします。 


底面ロゴ LED の取り外し 


1. ドライバをてこにして、 LED をシヤーシから引き離します。 


2. LED をシヤーシから持ち上げて取り外します。 


















3. LED に接続しているケーブルを外します。 


底面ロゴ LED の取り付け 

1. LED をクランプの間に貼り付けます。 

2. ケーブルを LED じ再接続します。 


底面ロゴアセンブリの取りがけ 

1. □ゴブラケットのス□ットとシャーンのタブの位置を合わせます。巧定の位園こカチッと化まるまで、ロゴブラケットをスライドさせまず。 
^ メモ： この手順を行うときは、□ゴアセンブリケーブルが力、らまないようにしてください。 

2. ネジを元どおりに締めて、ロゴブラケットをシャーンに固定します。 

3. システム基板を取り讯ナます （ システム基板の 取り付け を 参照）。 

4. 前面 I/O パネルを取り付けます ( 前面 I/O パネルの取りせ け を参照）。 

5. 背面パネルを取りがけます （ 背面パネルの 取り付け を 参照）。 

6. プロセッサヒートシンクを取りがけます （ ヒートシンクの取り付け を 参照）。 

7. ドライブケージホ取 LJ がけます （ ドライブケージのおりけけ ホを聞）。 

8. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け をきお）。 


且ジに夏る 
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力ードの交換 

Dell ™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ ワイヤレス LAN カードの巧りかし 
♦ ワイヤレス LAN 力ードの取り付け 

♦ Blu - rav デコードアクセラ レーシヨ ンカードの取りかし 

♦ Blu - rav デコードアクセラレーシヨンカードの取りせけ 

♦ ライザーカードの取りかし 
♦ ライザーカードの取りがけ 

^ 蕾告； コンビュータ巧巧の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに同巧されている、ま全にお使いいもだくためのを意を参照してください。その化、安全にお巧いいただくため 
のべストプラクティスに H しては、ま令へのコンプライアンスに H するホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参おしてください。 

お巧いの Deir " コンピュータには、な下の力ードに対応するスロットが装備されていまず。 

I ワイヤレス LAN 力ード 
I Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカード 
I ライザーカード 


ワイヤレス LAN カードの取り外し 


1. 巧業を開始ずる 前に の 丰 II 盾に従って〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りがします (コンピュータカ/く一のおり 外しを 参照）。 


3. ドライブケージを取りがします （ドライブケージの取り かしを 参照）。 


4. ワイヤレス LAN 力ードからアンテナケーブルをかし、システム基板にワイヤレス LAN 力ードを固定しているネジをかして力ードを外します。 



5. ワイヤレス LAN カードをシステム基キ反コネクタから取り外しまず。 


ワイヤレス LAN カードの取り付け 

Q ホ 意： コネクタは正しく挿入できるよう設計されています。力を入れすぎると、コネクタが損傷する場合があります。 

Q を 意： ワイヤレス LAN 力ードの損傷を防ぐため、力ードの下にケーブルがないことを確認してください。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に化ってください。 

2. ワイヤレス LAN 力ードコネクタを、 「 MINI _ CARD 2」 とし、うラベルのシステム基板コネクタへ45度の角度で挿入します。 

3. 取り付けるワイヤレス LAN 力ードに適切なアンテナケーブルを接結します。ワイヤレス LAN 力ードのラベルには、2つの；角お（白と黒）があります。 

I 白いアンテナケーブルは、 「 mainj というラベルのコネクタ（白い；角お）に接結します。 

I 黒いアンテナケーブルは、 「 aux 」 としうラベルのコネクタ（黒い=ちお）に接統します。 

4. ネジを締めて、カードを所定の位置に固定します。 















が 


5. ドライブケージホ取りがけます （ ドライブケージの巧りけけ ホき閣）。 


氏コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 取り付けを 参照）。 


BI い ray デコー ドアクセラレーシヨンカードの取り外し 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順になってください。 

2. コンピュータカバーを取りかします (コンピュータカ/く一の耳又り がしを参照）。 


3. ドライブケージを取り巧します （ドライブケージの取りが しを 参照）。 


4. Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカードをシステム基巧に固定しているネジを外して、力ードをかします。 



5. Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカードをシステム基巧コネクタから取りかします。 

Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカードの取り付け 

〇 を意； コネクタは、力ードカ《正しく取り付けられるようじ設計されています。力ードがうまくかみ合わない場合は、力ード上のコネクタとシステムさキ反上のコネクタの位置が合うように、力ードの位置 
、 を調整してください。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に化ってください。 

2. Blue - ray デコードアクセラレーシヨンカードコネクタを、 「 MINI _ CARDlj とし、うラベルのシステム基巧コネクタへ4日度の角度で挿入します。 

3. ネジを締めて、力ードを所定の位置に固定します。 

4. ドライブケージを取 LJ がけます （ ドライブケージのおりけけ ホを輯）。 

5. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け をきお）。 


ライザーカードの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従ってください。 

2. コンピュータカバーホ取りがします （ コンピュータカバーのおり かし を 参照）。 


3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取りかし ホき照）。 


4. ハードディスクドライブを取りみします （ ハードディスクドライブの巧り かし を を照）。 


5. 光をドライブを巧りみします （ 光をドライブの取りが し を を照）。 


















6 . 


ドライブケージのコネクタから、側面ロゴケーブルをかします。 



1 

ドライブケージ 

2 

ライザーカード 

3 

側面ロゴコネクタ 




7. ライザーカードをドライブケージに固定している2本のネジを外します。 

8. ライザーカードをドライブケージから持ち上げて取りかします。 


ライザーカードの取り付け 

〇 ま意； コネクタは、力ードカ《正しく取り付けられるようじ設計されています。力ードがうまくかみ合わない場合は、力ード上のコネクタとシステムさキ反上のコネクタの位置が合うように、力ードの位置 
W を調整してください。 


1. 巧業を開抬ずる 前に の 丰 II 盾に従って〈ださい。 

2. ドライブケージの留め具の下にライザーカードをスライドさせます。ライザーカードの巧とドライブケージの巧の位置を合わせます。 

3. ネジを細めて、ライザーカードをドライブケージに固定します。 

4. 測面ロゴコネクタをドライブケージにお結します。 

5. /、ードディスクドライブを取り讯ナます ( ハードディスクドライブの取りせ け を 参照）。 

6. 化をドライブを取り付けます ( 光学：ドライブの取り付け をを照）。 

7. ドライブケージを取 kM 寸けます （ ドライブケージの取り巧け をを照）。 

8. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 















目次に戻る 


バッテリの交換 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ バッテリの取りかし 
♦ バッテリの取り巧け 

A 警告； コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのま意を参おして<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームベージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 

コイン型電池は、コンピュータの設を、日巧、時間の情報を保持します。 

コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と日付の情報をリセットする必要力喘る場合は、バッテリを交換します。 

A 警吿； 巧しいバッテリを巧 y 付ける場含、正し<巧リがけてください。巧巧する場をが左 y ます。バッテリは、同じタイんまたは製造元が推爱する同等タイプのバッテリとのみ交換 
してください。巧用巧みのバッテリは、製造元の巧示に巧って巧窠してくださし、。 


バッテリの取り外し 

1. 新しし V 《ッテリを取 LJ 讯ナたをで正しい記をじ房すことができるように.セットアップユーティリティでの設をを記録します （ セットアップユーティリ ティ を参照）。 

2. 巧業を閱始ずる 前に のキ IIIM じがって操作して < ださい。 

3. コンピユ ータカバーホ取りがします ( コン ピユータカバーの取リタん を参聞）。 

4. ドライブケージを取りかします （ ドライブケージの取りが し を 参照）。 

5. バッテリは、シヤーシの側面に貼り付けられています。バッテリを慎重に引き巧きます。 



6. システム基板上のコネクタ （ BATC 0 N 1) からバッテリケーブルをかします。 

〇 を意： 後で正し<配線しなおせるよう、各ケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。ケーブルが間違って配線されていたり、接続されていなかったりすると、コンピュータに問題が生じること 
〜 がありまず。 

バッテリの取り付け 

1. バッテリから粘着性のカバーを取りかします。 

2. バッテリをシャーシの側面に貼り巧けます。 

3. コネクタ （ BATC 0 N 1) のすぐ上じあるフックにケーブルを通します。 

4. バッテリケーブルをシステム基巧上のコネクタ （ BATC 0 N 1) にお結します。 

5. ドライブケージを取 LJ がけます （ ドライブケージのおり付け ホ参輯）。 

6. コンピュータカバーホ取 LJ かけます ( コンピュータカバーの取り付け をを暗）。 

7. セットアッブユーティリティを起動 (セットアッブユーティリ ティを参照）して、 手顺1 で記録した設定に戻します。 














8. 古いバッテリは、コンピュータに同巧の安全にお使いいただ < ためのを意に巧って処分してください。 


目次じ房る 
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コンピュータカバーの 取り付け 


Del|TM Studio Hybrid サー ビス マニュアル 


♦ コンピュータカバーの 取りがし 
♦ コンピュータカバーの 取り付け 


コンピュータカバーの 取り外し 

A 警告； コンビュ-夕巧がの巧ホを巧める前に、お巧いのコンビュータに同相されている、ま全にお巧いいただ<ためのを意を参おしてください。その化、安全にお巧いいただくため 


のべストプラクティスに H しては、ま令へのコンプライアンスに H するホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参おしてくださし、。 

A 警告： 巧■巧止のため、カバーを巧 y ホす前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントからおいてください。 

Q ま 意： カバーを開いたシステムでの作業ができるように、にさ30 cm レ： i 上の十分なスぺースが巧業台上にあることを確認してください。 

1. 巧業を開始ずる 前に のキ IIIM じがって操作して < ださい。 

2. コン ピュータを持ち上げて、スタンドを取りかします。 



3. コンピュータを横にして、ネジをかします。 



〇 を 意； この手順を巧うときは、傷が付かなしな引コンピュータをマットの上に置しでください。 


4. コン ピュータを織にして、スリーブを コン ピュータの背面方向にそっと引きます。 

















5. コンピュータ背面にあるネジをかします。カバーをコンピュータの背面方向にスライドさせ、上に回乾させてコンピュータから取りがします。 



コンピュータカバーの 取り付け 

1. すべてのケーブルが接結されてし、ること、およびツールやをりの部品（ネジを含む）力わンピュータ内部に残っていなし、ことを確認してください。 

2. カバーを回転させて所定の位置まで下ろしまず。 

3. 所定の巧置にカチッと収まるまで、カバーを押します。 

4. コンピュータ背面にネジを取り付けます。 



〇 を*: この手順を巧うときは、傷が付かないようじコンピュータをマットの上においてください。 


5. スリーブを巧入するには、コンピュータを縦に置き、コンピュータの前面方向にスリーブをそっと押します。 










6. 巧にコンピュータを横にして、ネジを締めます。 


7. スタンドを取り付けるには、スタンドの固定タブとコンピュータのスロットの位置を合わせます。コンピュータをスタンドに乗せて、固定タブをスロットに挿入させます。 




8. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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ドライブの取り付け 


Del|TM Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ ハードディスクドライブの取りかし 
♦ ハードディスクドライブの取りかけ 
♦ 光学ドライブの取り外し 
♦ 光军1ドライブの取り付け 

A 警告； コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、お巧いのコンビュータじ同巧されている、巧全にお巧いいただ<ためのを意を参おして<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに曲するホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧してくださし、。 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I 外がアクセスの巧能な SATA デバイス(光宇ドライブ ）1 台 

I 内部アクセスの巧能な SATA デバイス(ハードディスクドライブ ）1 台 


ハードディスクドライブの取り外し 


Q を意； 重要なデータを保巧しているハードディスク^'’ライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開おします。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従ってください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. ハードディスクドライブをドライブケージに固定している4本のネジをかします。ドライブケージを裏返して、ハードディスクドライブをドライブケージの前面方向にスライドさせます。 





5. ハードディスクドライブの片側を持って取りかします。 


ハードディスクドライブの取り付け 


1. 作業を開始ずる 前に の ホ II 盾に従って〈ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. 必要に応じて、既存のドディスクドライブを取り外します い、ー ドディスクドライブのおりが し を参照）。 

5. 取 y 付ける新しい M - ドディスクドライブを準楠し/\-ドディスクドライブのマニュアルを参照して、その/\-ドディスクドライブがおほいのコンピュータ用に設定されていることを痛認します。 

6. M - ドドライブベイがをで、ふさがれていないことを確認します。 

Q ホ意： コネクタは正しく挿入できるよう設計されてし巧す。力を入れすぎると、コネクタが損協する場合があります。 

7. 所定の位置にカチッと収まるまで、ハードディスクドライブの片側を持ってスライドさせます。 


8. 4本のネジを元どおりに締めて、ハードディスクドライブをドライブケージに固定します。 
















9. ドライブケージホ取りがけます （ ドライブケージの巧りけけ ホき頤）。 


10. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

光学ドライプの取り外し 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順じがってください。 

2. コンピュータカバーを取り外します ( コンピュータカバーの取りが し を参照）。 

3. ドライブケージを取りかします （ ドライブケージの取りが し を 参照）。 

4. ホをドライブをドライブケージに固定している4本のネジを外します。 

5. 光学ドライブの片測を持ってスライドさせ、ドライブケージから取り外します。 



光学ドライブの取 y 付け 

1. 巧業を閲おする 前に の 手順じがってください。 

2. コンピュー々カバーホ取りがします ( コンピュータカバーの取リタん をを照）。 

3. ドライブケージを取 LJ かします （ ドライブケージの取り かし を 参 聞）。 

4. 必要に応じて、既存の光学ドライブを取り列•します ( 光をドライブの取り かし を 参照）。 

5. 取り付ける化をドライブを 宰 楠し、ドライブのマニュアルを参照して、そのドライブがお使いのコンピュータ用に設定されていることを確認します。 

6. 所定の位置にカチッと収まるまで、光をドライブの片側を持ってドライブベイにそっとスライドさせます。 

7. 4本のネジを元どおりに綿めて、光学ドライブをドライブケージに固定します。 

8. ドライブケージホ取りけ■けます （ ドライブケージの犀;リ讯ナ をを聞）。 

9. コンピュータカバーホ取リイ汁けます ( コンピュータカバーの取りがけ ホをお）。 
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ドライブケージの取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ ドライブケージの取り外し 
♦ ドライブケージの取り付け 

A 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのま意を参巧して<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 


ドライブケージの取り外し 


1. 巧業を開始ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージをシステム基板に固定しているネジをかします。 

4. ハンドルを使って、ドライブケージをコンピュータから引き出します。 



ドライブケージの取り付け 


1. 作業を開おする 前に の 手順にがって操作してください。 

2. ドライブケージを取りかける前に、邪魔にならないようにケーブルをまとめておきます。 

3. ライザーカードコネクタとシステム基板のスロットの位置を合わせ、ドライブケージのタブとシャーシのスロットの位置を合わせます。 


4. タブがスロットに挿入され、ライザーカードコネクタがシステムを板のスロットじ化まるまで、ドライブケージをシヤーシに巧し下げます。 


5. ネジを元どおりに締めて、ドライブケージをシステム基板に固定します。 


6. カバーホ取り付けます （ コンピュータカバーの的り がけ を 卷照）。 


目次に戻る 
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ファンの取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ ファンの 取りみし 
♦ ファンの取り付け 


A 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに同巧されている、巧全にお巧いいただ<ためのを意を参巧して<ださい。その化、まをにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 


フアンの取り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. 背面パネルを取りかします （ 背面パネルの取り かし を 参輯）。 

5. 下図のように、タブを}甲して背面プラスチックカバーを取り外します。 



1 

背面ブラスチックカバー 

2 

ラッチ。） 


氏背面プラスチックカバーを背面パネルから取りがします。 

7. フアンを背面パネルに固定している4本のネジをかします。 


& 



8. ファンを安全な場巧に置いておきます。 


フアンの取り付け 


1. 4本のネジを元どおりに締めて、フアンを背面パネルに固定します。 


2. 背面プラスチックカバーのタブと背面パネルのスロットの位置を合わせます。 
















3. 背面プラスチックカバーを所定の位置にしっかり押し入れます。 


4. 背面パネルを取り付けます (背面パネルの 取り付けを 参照）。 


5. ドライブケージを取り付けます （ドライブケージの 取り付けを 参照）。 


6. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 
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前面 I / O パネルの取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ 前面 I / O パネルの取りがし 
♦ 前面 I / O パネルの取りせけ 


A 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに同巧されている、巧全にお巧いいただ<ためのを意を参巧して<ださい。その化、まをにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 


前面 I / O パネルの取り外し 


1. 巧業を開始ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

〇 を意； 後で正し<配線しなおせるよう、各ケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。ケーブルが間違って配錬されてしけこり、接統されていなかったりすると、コンピュータに問題が生じること 
W がありまず。 


4. システム基板からフレックスケーブルをかし、上部じある2つのタブを巧して、前面パネルをシヤーシからそっと取り外します。 



1 

前面パネル 

2 

下部のタブ (2) 

3 

上部のタブ (2) 

4 

フレックスケーブル 


前面 I / O パネルの取 y イ寸け 


1. 作業を開始ずる 前に の 手順に巧って操作してください。 

2. フレックスケーブルをシステム基巧 ( TPB _ C 0 N 1) に巧結しまず。 

3. 4つのタブとシャーシ上の対応ずるスロットの位置を合わせ、所定の位置に力于ッと化まるまで前面パネルをそっと押します。 



















1 

タブ (4) 

2 

前面ロゴボード (2) 

3 

フレックスケーブル 

4 

タッチパッドボード 

5 

電源ボタン 




4. ドライブケージホ取りがけます （ ドライブケージの巧りけけ ホき照）。 


5. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 取り付けを 参照）。 


目次に戻る 
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メモリモジュールの取り付け 

Dell ™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ メモリモジュールの取り巧し 

♦ メモリモジュールの取りがけ 

システム基椒ソモリモジュールを取り付けると、コンピュータのメモリ容量を増やすことができます。お使いのコンピュータでサポートされているメモリじついては、『セットアップガイド』の r 仕巧」を参照し 
て〈ださい。お使いのコンピュータ用のメモリモジュールのみを取り付けるようにしてください。 


お使いのコンピュータじは、ユーザーアクセス可能な2つの SO-DIMM ソケットが上下に並べて装備されています。 


警告； コンビュータ巧巧の作業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただくためのま意を参巧してください。その化、巧をにお巧いいただ<ため 
のべストプラクティスに II しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参おしてください。 

b メモ： Dell ™ から購入されたメモリは、お使いのコンピュータ保証の対象になります。 


メモリモジュールの取り外し 


1. 作業を閱抬ずる 前に の 丰 I 情に従って〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りがします ( コンピュータカバーのおり かし を 参照）。 

3. ドライブケージを取りがします （ ドライブケージの取りが し を 参照）。 

4. メモリモジュールの位置を確認するには、 コンピュータ 内部 を 参,昭してください。 

5. モジュールが外れるまで、固定クリップを巧しにげます。 



1 

固定クリッブ 

2 

メモリモジュール 


6. モジュールをスロットから取りかします。 


メモリモジュールの取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順じがってください。 

2. モジュールエッジコネクタの切 y 込みをコネクタス□ットのタブに合わせます。 

3. モジュールを45度の角度でスロットにしっかりと挿入し、メモリモジュールカけチッと所定の位置に化まるまで押し下げます。しっかり固定されない場合は、モジュールを取り外し、再度取り付け 
なおしてください。 

Q を意； メモリモジュールが正しく取りかけられてし、ない場合、コンピュータは起動しないことがあります。 

4. ドライブケージを取りけ■けます （ ドライブケージのおリ讯ナ を参聞）。 

5. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け が参睛）。 

6. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

7. メモリサイズが変更されたことを示すメッセージがき示されたら、 < F 1> を巧して続行します。 



















8. コンピュータじログホンします。 


9. デスクトップの My Computer (マイコンピユータ)アイコンをちクリックし 、 Properties (プロパティ)をクリックします。 

10. General (全般)タブをクリックします。 

11. 表示されているランダムアクセスメモリ （ RAM ) の容量を巧設して、メモリが正し<装着されているか確設します。 
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電源スイッチアセンブリの取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サービスマニュアル 

♦ 電源スイッチアセンブリの取り外し 
♦ 電源スイッチアセンブリの取り付け 

ム 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのを意を参おして<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （WWW.dell.com/ regulatory_compliance) を参巧しでください。 


電源スイッチアセンブリの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従ってください。 

2. コン ピュータカバーホ取りかします ( コン ピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. 前面パネルを取りみします （ 前面 I / O パネルの取りがし ホを照）。 

5. RF レシーバ基板を取り外します （ RF レシーバ基板の巧り 外し を 参照）。 

6. 電源ケーブルをシステム基板 （ F _ PANEL _ CONl ) から外します。 

7. 電源スイッチホルダの両側じあるラッチを巧し、電源スイッチホルダをシャーシの前面方向に巧します。 



8. 下図のように、電源スイッチと LED を電源スイッチホルダから取りかします。 



1 

LED 

2 

電源スイッチ 

3 

電源スイッチホルダ 




電源スイッチアセンブリの取り付け 

1. 作業を開始ずる 前に の 丰 II 盾に従って〈ださい。 


2. 電源スイッチと LED を電源スイッチホルダに取り付けまず。 


















3. 電源スイッチホルダとシヤーシ上の対応するスロットの位置を合わせ、カチッとしづ感おがあるまで電ミ原スイッチホルダをそっと}甲します。 


4. 電源ヶーブルをシステム基板 （ F _ PANEL _ C 0 N 1) I こち続します。 

5. RF レシーバ基板を取り付けます （ RF レシーバ基す反の取りせ け を 参照）。 

氏前面パネルを取りがけます ( 前面 I / O パネルの 取り付け を 参照）。 


7. ドライブケージを取りがけます （ ドライブケージの取り付け ホを随）。 


8. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け をきお）。 


且ジに居る 
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プロセッサの交換 

Dell ™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ プロセッサの取りがし 
♦ プロセッサの取り付け 


^ 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに同巧されている、巧全にお使いいただ<ためのま意を參巧して<ださい。その化、まをにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ www . dell . com / reg 山 atory _ compliance ) を参巧しでください。 

〇 を意； ハードウエアの取りがしと取り付けじ慣れている方レ: i 州ま、次の手順を実行しないことをお勤めします。これらの手順を誤って実行すると、システム基楓こ損傷をちえるおそれがありま 
^ず。テクニカルサービスじついては、『セットアツブガイド』の「デルへのお問い合わせ」を参照して〈ださい。 


プロセッサの巧り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 


2. コンピュータカバーを取りみします （ コンピュータカバーのおりが し を参照）。 


3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取りかし ホを照）。 


4. プロセッサヒートシンクを取りかします （ ヒートシンクの巧り がし を きお）。 


5. ZIF ソケットカムネジは、プロセッサをシステムさ概こ固定します。 ZIF ソケットを緩めるには、細めのマイナスドライバをほ用して、 ZIF ソケットカムネジをそれな上回せな〈なるまで反時計回り 
に回します。 



1 

プロセッサ 

2 

ZIF ソケット 

3 

ZIF ソケットカムネジ 

4 

プロセッサのピン1の角 


b メモ： プロセッサを取り外す前に、 ZIF ソケットカムネジの矢印が開いた位置じあることを確認してください。 


6. プロセッサをソケットから取りがします。 

^ ゾモ： プ□セッサを取り外すときは、まっすぐ上に持ち上げます。プ□セッサのピンが曲がらないようま意してくださし、。 

プロセッサの取り付け 

Q を 意； プロセッサを装着する前に、カムロックが完全に開いた位置にあることを確認して〈ださい。ブロセッサを正し <ZIF ソケットに装着するのに、力を加える必要はありません。 

〇 を 意： プロセッサが正しく装着されてしけよいと、時々接結が途切れたり.ブロセッサおよび ZIF ソケットに修復不可能な損協をちえる恐れがあります。 

1. プ□セッサのピン1のちが ZIF ソケットの=角を指すように向きを合わせて、プ□セッサを ZIF ソケットに挿入します。 

ブロセッサが正しく装着されると、4つの角がすべて同じ高さになります。プロセッサの角が1つでも化の角より高い場合、モジュールは正しく装着されていません。 

Q ま 意； ZI F ソケットカムネジとプロセッサの間での間义的な接独をが止するため、プロセッサの取りかしや取り付けの隔は、プロセッサの中央を段く巧さえながらカムネジを回します。 


2. カムネジを時計回りに回して ZIF ソケットを締め、ブロセッサをシステム基板に固定します。 


















3. サーマル;令がパッドのまをはがし、ヒートシンクのプロセッサを覆う部分にそのパッドを接着させます。 

4. ヒートシンクを取りがけます 化ートシンクの取りが し を を昭）。 

5. ドライブケージを取 LJ がけます （ ドライブケージのおり付け ホを聞）。 

6. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 取り付けを 参照）。 


目次に戻る 
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ヒートシンクの交換 

Dell ™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ ヒートシンクの取りかし 
♦ ヒートシンクの取りかけ 

ム 警告； コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのま意を#おして<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ www . dell . com / reg 山 atory _ compliance ) を参巧しでください。 

〇 を意； ハードウェアの取りがしと取り付けじ慣れている方レ: i 州ま、次の手順を実行しないことをお勤めします。これらの手順を誤って実行すると、システム基楓こ損傷をちえるおそれがありま 
— ^ず。テクニカルサービスじついては、『セットアツブガイド』の「デルへのお問い合わせ」を参照して〈ださい。 


ヒートシンクの取り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 手 II 盾に従って操作してください。 


2. コンピュータカバーを取りみします （ コンピュータカバーのおりが し を参照）。 


3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取りかし ホを照）。 


^ 警を； 通常の操作中に、ヒートシンクはホ常に高涅になります。ヒートシンクに触れる肺こ十分に時旧をおき、ヒートシンクの涅をが下がっていることを巧度してください。 


4. ヒートシンクに付いている順番に沿って、システム基板にヒートシンクを固定している6本のネジを緩めます。 



5. プロセッサヒートシンクをシステム基板から持ち上げて取り巧しまず。 


ヒートシンクの取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

Q を童； プロセッサヒートシンクの位置が正しく合っていないと、システム基板とプロセッサを 損 協する原因になります。 

2. プロセッサヒートシンクの6本のネジを、システム基板の巧に合わせます。 

Q を意： プロセッサの損傷を防ぐため、巧いている順番に従い.プロセッサに常に均等の力が掛かるようにします。 

3. プ□セッサヒートシンクにかいている順番に沿って、6本のネジを純めます。 

4. ドライブケージを取りがけます （ ドライブケージの 取り付け を 参照）。 

5. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 取り付けを 参照）。 
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RF レシーバ基板の取り付け 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ RF レシーパ基板の取りがし 

♦ RF レシーハ’基板の取りせけ 

A 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのま意を参巧して<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 

RF レシーバ基板の取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします （ ドライブケージの取り かし を 参昭）。 

4. 前面パネルを取りみします （ 前面 I/O パネルの取りがし ホを照）。 

5. RF レシーハ’をあをシヤーシの前面に固定しているネジを外します。 



1 

RF レシーバ基板 

2 

ケーブル 


6. RF レシーハ’をあをシャーシから持ち上げて取り外します。 

〇 を意； 後で正し<配線しなおせるよう、各ケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。ケーブルが間違って配錬されてしけこり、接镜されていなかったりすると、コンピュータに問題が生じること 
〜 があります。 

7. RF レシーバを板をシステム基板に巧続しているケーブルをかしまず。 


RF レシーバ基板の取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. ケーブルを RF レシーバ基板上のコネクタり 2) にお続します。 

3. RF レシーパ基板の巧置をシャーシの溝に合わせます。 

4. ネジを元どおりに締めて、 RF レシーハ‘基巧をシャーシの前面に固定します。 

5. 前面パネルを取りがけます （ 前面 I / O パネルの旨 g りが け をを聞）。 

6. ドライブケージを取りけ■けます （ ドライブケージの巧リ讯ナ を参聞）。 

7. コンピュータカバーを取リイ汁けます ( コンピュータカハ‘一の取りがけ ホき照）。 


目次に戻る 
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セットアップューティリティ 

Dell ™ Studio Hybrid サービスマニュアル 

♦ MM 

♦ セットアッブユーティリティの起動 
♦ セットアップオプション 
♦ 起動順陆 
9 CMOS 設定のクリア 


概要 

セットアツブユーティリティは、次の用途にほ巧します。 

I お巧いのコンピュータで/\-ドウエアの追加、変更、または取り外しを斤った後のシステム設定情報の変更 
I ユーザーパスワードなどユーザー選识可能ホブシヨンの設をまたは変更 
I 現巧のメモリ容量の確認や、取り付けられた/\ードディスクドライプの種類の設定 
セットアップユーティリティを使巧する前に、システム設定画面の情報を控えてお<ことをお勤めします。 


Q を意； コンピュータの操作に詳しし々レ: m は、セットアップユーティリティの設定を変更しないことをお勤めしまず。設定を間違えるとコンピュータが正常に動作しな〈なる可能性があります。 


セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ロゴが表示されたら、すぐに<口>を巧します。 

& メモ； キーボードのキーを長時間押したままじすると、キーボードエラーがを生ずる場合がありまず。キーボードエラーを回避するには、セットアップユーティリティの画面が表示されるま 
で、 < F 2> を巧して巧す操作を等間隔で行ってください。 

キーを押ずタイミングが遅れて、ホペレーティングシステムのロゴが表示されてしまつたら、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるのを待ち、コンピュータをシャットダウンして操作 
をやりなおしてください。 


セットアップユーティリティ画面 

セットアッブユーティリティ画面じは、お使いのコンピュータの現在の設定またはを要可能な設定の情衝がき示されます。画面の情報は、メニューフィールド、オプションリスト、アクティブなオプションの 
フィールド、ヘルプフィールド、およびキー操作の5つの領域に分かれています。 


Menu - セットアップユーティリティウィンドウの最上部に表示されます。このフィールドじは、セットアップユーティリティオプションにアクセスするためのメニユーが用意されていまず。 <<{-> キーと 
<-» キーを巧して移動します。 Menu ホプションをハイライトき示すると、お使いのコンピユータに取り付けられたハードウエアを定義するオプションが Options List に表示されます。 

Options List - セットアップユーティリティウィンドウのち側に表示されま 
す。このフィールドには、取り付けられたハードウェア、省電力機能、およびセ 
キュリティ谜能を含む、コンピュータの構成を定義するホブションが表示され 
ます。 

Options Field - Options List の右測にき示されます。 Options 

List に表示された各オプションの情報を示します。このフィールドでは、お 
使いのコンピュータに関する情報を表示したり、現在の設定を変更したりで 
きます。 

Help - セットアップユーティリティのち測 
にき示されます。 Options List で選キ尺 
したオプションの情報を示します。 

上下矢印キーを使巧して、リストを上下にスクロールしまず。オプションをハ 
イライト表示すると、そのオプションの現なの設定および利巧巧能な設定が 

Options Field にき示されます。 

現巧の設定を変更するには、 < Enter > を押します。 Options List に戻 
るには、 < ESC > を巧します。 



メモ； Options Field に表示されている設定じは、変更できないものもあ 
ります。 


Key Functions - Options Field の下に表示されます。アクティブなセットアップューティリティフィールドのキーとその機能を一黄表示します。 


セットアップオプション 


。 メモ： おほいのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによつロホ、この巧に一竟表示された巧目と異なる場合があります。 
















Main 

System Date 

現在の日付を mm:dd:yy の化まで表示します。 

System Time 

時刻を hh:mm:ss のお式でき示します。 

SATA 0 

システムに内蔵されている SATA 0ドライブを表示します。 

SATA 1 

システムに内蔵されている SATA 1ドライブを表示します。 

System Info 

BIOS バージヨン番号と日付、システムモデルち、およびコンピュー 
夕のサービスタグを表示します。 

Memory Info 

装着されているメモリ量、使用可能メモリ、メモリスピード、メモリチヤ 
ネルモード(デュアルまたはシングル）、および巧巧されるメモリテク 
ノロジの種類を示します。 


Advanced 

CPU Type 

プロセッサの種類を表示します。 

CPU Speed) 

プ□セッサの化理速度を表示します。 

Cache L2 

プ□セッサの L2 キャッシュサイズを表示します。 

Advanced Chipset Features 

ビデホメモリサイズを表示します。 

Integrated Peripherals 

内蔵デバイス、すなわち HD AudioCHD 才ーデイオ）、 Onboard 
LAN connector (ホンボード LAN コネクタ）、 Onboard LAN 

Boot ROM (ホンボード LAN の起動 ROM)、 および Side logo 
(側面ロゴ)をち効または無効に設定できます。 Serial ATA 
Configuration (シリアル ATA 構成）は IDE または AHCI モー 
ドに設定できまず。 

CPU Configuration 

システムのパフオーマンスを拡張する CPU 钱能をち効または無な 
にできます。 

USB Configuration 

USB コントローラを有効または無劲に設定できます。 


Power 


Power Management Setup 


ACPI Suspend Type 

ACPI サスペンドタイプを指定します。デフホルトは S3 です。 

Auto Power On 

コンピュータを自動めにオン1こするアラームをち効または無細こ設 
定できます。 

AC Recovery 

惇電から回復した後のシステムの動作を指定します。 

〇 Power on - 電源障害から回復したをでコンピュ 
ータをオンにします。 

〇 Power off - コンピュータの電源をオフのままじし 
ます。 

〇 Last state - コンピュータを電源障害の発生前と 
同じ電源状態に戻します。 

HDD Acoustic Mode 

ドドライブが動作ずるアコースティックモードを巧定します。 

Bypass - 何も実斤されません用いタイプのドライブ用）。 

Quiet - /\-ドドライブは晶も静かな設定で動作します。 

Performance - ハードドライブは畳大速度で動作します。 

メモ； Performance モードに切り替えると、ドライブから発生する 
ノイズが増す場合がありますが、ドライブのパフォーマンスに影響は 
ありません。 


Boot 

Boot Device Priority 

使用可能なデバイスの間で起動優先度を設定します。 

Hard Disk Boot Priority 

ハードディスクドライブの起動優先度を設定します。表示される巧目 
は、お出されるハードディスクドライブにしたがって動のに表示され 
ます。 


CD/DVD Boot Priority 

光学ドライブの起動優先度を設定します。表示される項目は、検出 
される光学ドライブじ従って動のに更新されます。 

Boot Settings Configuration 

起動時に BIOS でおをのテストが省略されるようにします。これに 

































よって、システムの起動に必要な時間が短縮されます。 

Security 

スーパーバイザパスワードを設をまたは変更できます。 


Exit 

Exit Options 

Save Changes and Exit (変更を保巧してお了）、 Discard 
Changes and Exit (変更を破棄してお了）、 Load Optimal 
Defaults (最適なデフホルトを口ード）、および Discard 

Changes (変更を破棄)から選択できます。 


起動順序 

この裸能を巧用すると、コンピューかこ取り付けられてし、る起動可能なデバイスの起動順巧をを要することができます。 

オプション設定 

I Hard Drive -コンピュータはプライマリハードディスクドライブからの起動を試みます。そのドライブ上にオペレーティングシステムが巧をしない場合は、コンピュータは起動順巧内で巧に起動 
可能なデバイスからの起動を試みます。 

I CD Drive - コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。そのドライブに CD が挿入されていない場合、または CD にオペレーティングシステムが含まれていない場合、コンピュータ 
は起動順巧内で巧に起動可能なデバイスからの起動を試みます。 

I USB Flash Device -コンピュータは USB ドライブからの起動を試みます。そのドライブに USB が存在しない場合は、コンピュータは起動順序内で次に起動可能なデバイスからの起動を 
試みます。 

b メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスカ S 起動可能であるか痛詔してくださし、。 

^ メモ： コンピュータが起動順を内のすべてのデバイスからの起動を試み、オペレーティングシステムが見つからなかった場合にのみ、エラーメッセージが生成されまず。 

一回のみの起動順序のを更 

たとえば、この機能を使って 、 『Driver and Ut 川 ties 』 メディアから Dell Diagnostics (該断)ブログラムを実行できるように CD ドライブからコンピュータを起動し、該断テストが完了した時点でハード 
ドライブから起動することができます。_また、メモリキーや CD - RW ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを起動するときにもこの磯能を使用できます。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタに接続します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. DELL のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

。 メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーがを生する場合があります。キーボードエラーを回避するロホ、 Boot Device Menu (起動デバイス メニュー） 

が表示されるまで、 < F 12> を巧して放す操作を等間隔で巧ってください。 

キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップがき示されるまでそのまま待钱し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおしてください。 

4. Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー) で、上下の矢印キーを使用する力、、キーボードの適切な数字キーを巧して、今回の起動のみに使用するデバイスをハイライトき示し、 < Enter > 
を巧します。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する場合は、 USB Flash Device を m イライト表示して < Enter > を巧します。 
b メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか巧認してくださし、。 

次回からの起動順巧の変更 

1. セットアッブユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参輯）。 

2. 矢印キーを巧って Boot Sequence (起動順序)メニューオプションを/\イライト表示し < Enten > を押してポッブアップメニューにアクセスします。 

心 メモ： 後で元に房すこともできるよう、現在の起動順をを書きとめます。 

3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下矢巧キーを巧します。 

4. スベースバーを巧して、デバイスを有効または無巧にします 

5. 選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス （+ ) またはマイナス （一) を巧します。 










CMOS 設定のクリア 


^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『巧品情報ガイド J の安を手順に従ってください。 

1. 巧業を間おする 前に のキ IIIM じがってください。 

^ ゾモ： CMOS 設ををクリァするには、 コン ピュータをコンセントから外しておく必要があります。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカバーの取りが け を参鹿）。 

3. ドライブケージを取 y 列■します （ ドライブケージの取り かし を 参照）。 

4. システム基板上の3ピン CMOS ジャンパを見つけます （ システム基あのコンポーネント を参照）。 

5. 2ピンジャンパプラグを3番ピンと2番ピンから1番ピンと2番ピンに移動します。 

6. CMOS がクリァされるまで約5砂待ちます。 

7. 2ピンジャンパプラグを3番ピンと2番ピンに房します。 

^ メモ： 2ピンジャンパを3番ピンと2番ピンに展さないと、コンピュータがホンになりません。 

8. ドライブケージを取りけ■けます （ ドライブケージのおリ讯ナ を参鹿）。 

9. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け が参睛）。 

10. コンピュータの電源を入れます。 

11. CMOS settings wrong に MOS の設定に誤りがあります)というメッセージが回面に表示されます。コンピュータを再起動します。 

12. CMOS checksum error.Press F2 to run setup.Press FI to load default values and continue (CMOS チェックサムエラー。セットアップを実巧するには 口を押して 
〈ださい。デフホルト値を口ードして続巧するには F 1 を押してください。）としづメッセージが画面に表示されます。 

13. < F 1> を巧してデフオルト値を口ードし、続巧します。 
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システム基板の交換 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ システム基巧の取りがし 
♦ システム基巧の取りかけ 

A 警告； コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同巧されている、ま全にお巧いいただ<ためのを意を参巧して<ださい。その化、安をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームベージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 

システム基おの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に化って操作してください。 

2. コンピュータカバーホ取りかします （ コンピュータカパーの取り かし を 参昭）。 

3. ドライブケージホ取りかします 【 ドライブケージの取りかし を 参昭）。 

^ 警告： 巧常の*！ I ホ中、プロセッサヒートシンクは非常に冉温にな y ます。ヒートシンクに触れる前に十分に時 ra をおき、ヒートシンクの温度が下がっていることを巧 K してください。 

4. プ□セッサのヒートシンクを取りかします （ ヒートシンクの取り外し を 参照）。 

5. カードすべてを取りかします （ カードのを 梅 を を熙）。 

^ メモ： ワイヤレス LAN 力ードも Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカードも取り付けない場合は、力ードの固定じほ用するネジを必ずがしてください。 

6. 背面パネルを取りかします 偶面パネルの取り かし を 参聞）。 

7. システム基板へのアクセスを巧げるコンポーネントを取り外します。 

〇 を意； 後で正し<配線し直せるよう、をケーブルの配線経路と位置をメモしておしで〈ださい。ケーブルが間違って配線されてしけこり、接続されてし々かったりすると、 コン ピュータに問題が生じる 
y ことがありまず。 

8. 巧の図のとおりに、ケーブルをかします。 



1 

前面パネルコネクタ （ F _ PANEL _ C 0 N 1) 

2 

RF KB / マウスレシーバモジュールコネクタ （ RF _ KB / MS ) ライザーカード 

3 

バッテリコネクタ （ BATC 0 N 1) 

4 

タッチパネルボードコネクタ (TPB C 0 N 1) 

5 

ワイヤレス LAN 力ード/ Blu - ray デコードアクセラレーシヨンカード用ネジ （2) 

6 

側面ロゴコネクタ （ S _ L 0 G 0_ C 0 N 1) 


9. システム基板をシャーシに固定しているネジをがします。 



















10. システム基板を前面パネルからスライドさせて、シヤーシから取りがします。 


システム基板の取り付け 

Q を 意： システム基板を交換する場合は、取り付けるシステム基巧と既巧のシステム基板の外観を比較し、正しし、部品を巧用してし、ることを確認します。 
b メモ： 交換するシステム基板のいくつかのコンポーネントとコネクタは、既存のシステム基板の対応ずるコネクタと場巧が異なる場合があります。 

^ メモ： 交換巧システム基板上のジャンパは工場出荷時に設ま巧みです。 

1. 必要な場合は、既巧のシステム基板から、取り付けるシステム基板にコンポーネントを移動します。 

2. システム基板のキジ巧とシャーシのネジ巧を揃えて、システム基巧の方向を合わせます。 

3. ネジを元どおりに締めて、システム基板をシャーシに固をしまず。 

4. プ□セッサを取 LJ かけます ( プロセッサの交 抱 を 参睛）。 

5. ケーブルをすべてシステム基板に再接結します （ システム基ホ反のコンポーネント を参照）。 

6. プロセッサヒートシンクを取りがけます （ ヒートシンクの取り かけ を 参照）。 

7. 背面パネルを取り巧けます （ 背面パネルの 取り付け を 参照）。 

8. システム基板から取りかしたコンポーネントがあれば、取りがけます。 

9. ドライブケージホ取りけ■けます （ ドライブケージのおリ讯ナ をを聞）。 

10. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカパーの取りが け が参隔）。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

12. 必要に応にて、システム BIOS をフラッシュします。 

b メモ： システム BIOS のフラッシュについての情報は、デルサポートサイト support . jp . dell.com を参照してください。 


且夕に夏る 
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テクニカル概要 

Dell™ Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

♦ コンピュータ内自 
♦ システムさ巧のコンポーネント 


A 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに同巧されている、巧全にお巧いいただ<ためのま意を参巧して<ださい。その化、まをにお巧いいただくため 
のべストプラクティスに田しては、ま令へのコンプライアンスに田するホームぺージ （ WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) を参巧しでください。 


コンピュータ内部 



1 

プロセッサヒートシンク 

2 

前面パネル 

3 

メモリモジュール （2) 

4 

背面 I / O を板 

5 

フアン 




システム基板のコンポーネント 



1 

側面ロゴコネクタ （S LOG 0 C 0 N 1 ) 

2 

前面パネルコネクタ （F PANEL C 0 N 1) 

3 

プロセッサソケット ( PROCESSOR ) 

4 

システムファンコネクタ （ SYS _ FAN 1) 

5 

クリア CMOS コネクタ ( CLR _ CM 0 S 1) 

6 

RF キーボード/マウスレシーハ•モジュールコネクタ （RF KB / MS ) 

7 

SO-DIMM メモリモジユールコネクタ （ DIMM 1) 

8 

SO-DIMM メモリモジュールコネクタ （DIMM 2) 






































9 

ハ•ッテリコネクタ （ BATCONl ) 

10 

タッチパネルボードコネクタ (TPB CONl ) 

11 

ワイヤレス LAN 力ードコネクタ （ MINI _ CARD 2) 

12 

Blu-ray デコードアクセラレーシヨンカードコネクタ （MlNI CARD 1) 

13 

HDD / 光学ドライブライザーカードコネクタ ( SATA _ CONl ) 

14 

背面 I/O コネクタ （ RIO _ CONl ) 
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Del|TM Studio Hybrid サー ビス マニュアル 

メモ、注意、および警告 

b メモ： コン ピュータをほいやすくするための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を意： ドウエアの損協やデータの損失の可能牲を示し、そのあ険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告； 物的振宙、けが、または死亡の巧因となる可お性があることを示しています。 

この文書の情報は、事怖の通巧な < た更されることがあ y ます。 
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